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【 請 求 項 １ 】
　 ErbB2キ ナ ー ゼ の 過 剰 発 現 に 関 連 す る 状 態 で あ っ て 、 エ ピ カ テ キ
ン 、 カ テ キ ン 、 下 記 の 構 造 式 Aを 有 す る 高 分 子 化 合 物 、 お よ び そ の 薬 剤 的 に 許 容 で き る 塩
、 誘 導 体 ま た は 酸 化 生 成 物 か ら 選 択 さ れ る 化 合 物 の 有 効 な 量 を 含 む こ と を 特 徴 と す る
。
【 化 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ こ こ で 、
nは 2か ら 18ま で の 整 数 で あ る ；
Rお よ び Xは そ れ ぞ れ α ま た は β 配 置 を 有 す る ；
Rは OHで あ る ；
C-4、 C-6お よ び C-8の 置 換 基 は そ れ ぞ れ X、 Zお よ び Yで あ り 、 単 量 体 単 位 の 結 合 が C-4、 C-6

の 治 療 に 使 用 す る 物 質

物 質



お よ び C-8で 生 じ る ；
C-4、 C-6ま た は C-8の い ず れ か が 別 の 単 量 体 単 位 に 結 合 し な い 場 合 、 X、 Yお よ び Zは 水 素 で
あ る 。 ）
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ErbB2の 過 剰 発 現 と 関 連 す る 状 態 が 、 ErbB2キ ナ ー ゼ 過 剰 発 現 に よ り 特 徴 付 け ら れ る
癌 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 。
【 請 求 項 ３ 】
　 nが 5で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 。
【 請 求 項 ４ 】
　 nが 8で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 癌 が 乳 癌 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 記 載 の 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 癌 が 転 移 性 乳 癌 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 記 載 の 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 癌 が 卵 巣 癌 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 記 載 の 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 癌 が 咽 頭 癌 で あ る

こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 記 載 の 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 癌 が 前 立 腺 癌 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 記 載 の 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 追 加 の 化 学 療 法 薬 と 一 緒 に ま た は 化 学 療 法 の 効 果 を 強 め る た め に 投 与 さ れ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 記 載 の 。
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３ ま た は ４ 物 質

３ ま た は ４ 物 質

３ ま た は ４ 物 質

か ま た は 膀 胱 癌 、 唾 液 腺 癌 、 子 宮 内 膜 癌 、 膵 癌 お よ び 非 小 細 胞 肺
癌 か ら 選 択 さ れ る ３ ま た は ４ 物 質

３ ま た は ４ 物 質

１ か ら ９ い ず れ か １ 項 物 質
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